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第29回志賀町を描く美術展　大賞「水鏡の水田」松本　隆（加賀市）



　

町
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
５
１
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

11
月
12
日
（
日
）、
入
賞
者
53
人
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

能
登
の
里
山
里
海

「
小
中
学
生
絵
画
展
」

　
平
成
29
年
度
　

【
一
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

西
田　

煌
生
（
富
来
小
）

◆
特
選

小
浦　

加
暖
（
志
賀
小
）

◆
入
選

関
口
愛
季
夏
（
富
来
小
）

新
田　

慧
輔
（
富
来
小
）

【
二
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

向　
　

蒼
空
（
富
来
小
）

◆
特
選

小
網　

海
渡
（
富
来
小
）

◆
入
選

東　
　

ゆ
り
（
富
来
小
）

【
三
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

東　
　

謙
真
（
志
賀
小
）

◆
特
選

新
田　

空
希
（
志
賀
小
）

◆
入
選

関
口
美
咲
季
（
富
来
小
）

山
田　

倖
成
（
志
賀
小
）

山
崎　

愛
依
（
志
賀
小
）

橋
本　

大
河
（
志
賀
小
）

板
倉　

一
真
（
志
賀
小
）

中
谷　

陽
春
（
志
賀
小
）

田
中　

亜
美
（
志
賀
小
）

西
田　

伊
織
（
志
賀
小
）

嘉
治　

優
真
（
志
賀
小
）

国
門　

蓮
大
（
志
賀
小
）

鞍
野　

七
星
（
志
賀
小
）

第29回

志
賀
町
を
描
く
美
術
展

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
１
６
７
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
実
行
委
員
会
が
、
11
月

12
日（
日
）、
入
賞
者
30
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
大
賞
受
賞
者
を
は
じ
め
、
受
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

水
みず

鏡
かがみ

の水
すい

田
でん

【志賀町を描く美術展大賞】

　

志
賀
町
を
描
く
美
術
展
へ
の
出
品

は
、
６
回
目
に
な
り
ま
す
。
大
賞
を
い

た
だ
い
た
感
想
は
び
っ
く
り
し
た
思

い
。
手
の
届
か
な
い
賞
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
ま
る
で
宝
く
じ
に
あ
た
っ
た
よ

う
で
嬉
し
い
で
す
。

　

題
材
場
所
の
選
定
に
は
、
色
ん
な
場

所
を
見
て
歩
き
、
水
田
に
映
る
木
の
陰

が
目
の
隅
に
入
り
ま
し
た
。「
あ
っ
、

こ
こ
い
い
な
ぁ
」
と
思
い
、
ス
ケ
ッ
チ

し
た
り
取
材
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
水
を
上
手
く
描
け
な
い
が
水
に
映

る
深
い
と
こ
ろ
に
神
秘
的
な
魅
力
を
感

じ
て
お
り
、
描
い
て
み
た
い
思
い
に
か

ら
れ
題
材
の
場
所
に
決
め
ま
し
た
。

　

４
月
に
取
材
し
３
、４
カ
月
描
い
て

は
描
き
な
お
し
て
描
い
て
は
描
き
な
お

し
て
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
難
し
か
っ

た
の
は
、
鏡
の
部
分
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
ま
た
こ
れ
か

ら
も
こ
の
志
賀
町
を
描
く
美
術
展
に
出

品
し
て
い
き
た
い
で
す
。

受賞者　松本　隆さん（加賀市）INTERVIEW

洋画
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明蓮寺霜の朝
米沢　善雄（志賀町高浜町）

洋画

【能登の里山賞】

荒磯
小堀　浩（志賀町里本江）

【石川県知事賞】

洋画

【能登の里海賞】

漁火
團野　孝江（津幡町）

日本画

【北國新聞社賞】

梅雨晴（風無）
田中　峰子（愛知県一宮市）

日本画

【
四
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

油
谷　

侑
祐
（
志
賀
小
）

　
◆
特
選

太
磨　

舞
優
（
富
来
小
）

◆
入
選

松
本　
　

凌
（
富
来
小
）

橋
本　

知
佳
（
富
来
小
）

【
五
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

小
網　

彩
希
（
志
賀
小
）

◆
特
選

山
澤　

完
太
（
志
賀
小
）

◆
入
選

寺
井　

啓
祐
（
富
来
小
）

宮
内　

力
毅
（
富
来
小
）

谷
内　

優
集
（
富
来
小
）

久
司
菜
々
実
（
志
賀
小
）

板
尾　

歩
武
（
志
賀
小
）

居
田　

祐
翔
（
志
賀
小
）

山
口　

珠
空
（
志
賀
小
）

平
重　

陽
菜
（
志
賀
小
）

神
代　

一
彰
（
志
賀
小
）

谷
口　

芽
生
（
志
賀
小
）

【
六
年
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

橋
川　

優
未
（
志
賀
小
）

　
◆
特
選

的
場　

旦
陽
（
志
賀
小
）

◆
入
選

中
泉　

心
希
（
志
賀
小
）

長
谷
川
晴
菜
（
志
賀
小
）

浜
田
ひ
な
た
（
志
賀
小
）

曽
根　

若
奈
（
志
賀
小
）

髙
山　

樹
里
（
志
賀
小
）

三
原　

光
玖
（
志
賀
小
）

山
村　

玲
央
（
志
賀
小
）

米
町　

舞
広
（
志
賀
小
）

木
谷　

香
南
（
富
来
小
）

岩　

颯
一
朗
（
富
来
小
）

【
中
学
生
】

◆
能
登
の
里
山
・
里
海
賞

川
﨑　

朱
音
（
富
来
中
）

◆
特
選

畑
中　
　

愛
（
志
賀
中
）

今
井　

亮
嘉
（
富
来
中
）

◆
入
選

水
澗　

琉
奈
（
志
賀
中
）

脇
本
ひ
と
み
（
志
賀
中
）

【金沢展】　
石川県立美術館にて開催
12月７日㈭～ 10日㈰　9:30 ～ 17:00

【金沢美術工芸大学長賞】

ある日の午後
後出　秀茂（能美市）

洋画

※
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
を
抜
粋
し
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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洋画
※
紙
面
の
都
合
上
、
作
品
を
抜
粋
し
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

志賀町を描く美術展

【新発見賞】

緑風
須磨　伊佐男（志賀町鹿頭）

洋画

【ジュニア賞】

田舎
牧　瑞穂（金沢市）

洋画

【ジュニア賞】

福浦港の祭り
大岡　未來（志賀町高浜町）

洋画

【志賀町商工会長賞】

能登の海 関野鼻
中橋　正治（中能登町）

洋画

【志賀農業協同組合長賞】

待ち春の森
出口　義美（志賀町小室）　

洋画

【特　選】

ひぐらしの鳴く
（龍護寺）

山田　美智子（羽咋市）

洋画

【石川県漁業協同組合西海支所運営委員長賞】

河口
谷　和弘（能登町）

洋画

【富来商工会長賞】

冬に備えて
東　靖夫（能登町）

洋画

【テレビ金沢賞】

大寒
池田　裕子（金沢市）　

洋画

洋画

【特　選】

夏の終わりに
森　和彦（白山市）

【特　選】

巌門の向こうは
本多　加代子（愛知県江南市）

日本画

【審査員賞】

晩秋
桶谷　聖司（志賀町酒見）
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施設 施設名など 所在地 休業・休館の期間 特記事項、平常時の休業など

行
政

志 賀 町 役 場 本 庁 舎 末　吉

12月29日㈮～１月３日㈬

・12 月 29 日は、本庁舎住民課窓口を 9 時か
ら 15 時まで延長します。

・年末年始も戸籍の届出（出生・死亡・婚姻
など）を受領します。用事のある人は夜間
窓口から入ってください。富 来 支 所 富来領家町

土田郵便局での住民票・印鑑証明書の事務取り扱いは12月29日㈮～１月３日㈬までお休みとなります

医
療
保
健
福
祉
施
設

志 賀 ク リ ニ ッ ク
高浜町

12月29日㈮～１月３日㈬

保 健 福 祉 セ ン タ ー 12月29日㈮～１月３日㈬

富 来 病 院 富来地頭町 12月29日㈮～１月３日㈬ ただし、救急診療は行っております

シ ル バ ー ハ ウ ス 代　田
12月28日㈭～１月４日㈭

毎週月曜日休館
※通常営業時間　８時 30 分～ 17 時
　　　　　　　　（入浴は９時～ 16 時）や す ら ぎ 荘 福　井

とぎ地域福祉センター

酒　見

大規模改修のため休館

と ぎ 温 泉 セ ン タ ー １月１日㈪

毎週月曜日休館（年末年始は時間変更で営業）
・12月29日㈮・30日㈯、１月２日㈫・３日㈬

は13時～ 17時まで営業
・12月31日㈰は10時～ 19時まで営業
※通常営業時間　10時～ 22時

観
光
施
設

アクアパーク シ・オン
末　吉

無　休 12月31日㈰の温泉は21時まで、プールは17時まで営業
※通常営業時間　９時～ 23時

み ち の え き 旬 菜 館 12月31日㈰~ １月３日㈬ 毎週火曜日休館

シーサイドヴィラ渤海
富来領家町 無　休

12月1日㈮～ 3月31日㈯の期間、露天風呂は冬
期休業

道 の 駅　 と ぎ 海 街 道 ・12月29日㈮～１月３日㈬は９時～ 16時まで営業
※通常営業時間　９時～ 17時30分

花のミュージアム　フローリィ 赤　住 12月18日㈪～３月23日㈮ 冬季休館中

子
育
て
・
教
育
施
設

児 童 館 高浜町 12月29日㈮～１月３日㈬

志賀放課後児童クラブ 高浜町
12月29日㈮～１月３日㈬

富来放課後児童クラブ 相　神

文 化 ホ ー ル 高浜町 12月28日㈭～１月３日㈬

富 来 活 性 化 セ ン タ ー 富来領家町 12月29日㈮～１月３日㈬

図 書 館 高浜町
12月28日㈭～１月４日㈭ 毎週月曜日休館

富 来 図 書 館 富来領家町

ス
ポ
ー
ツ
施
設

総合体育館・総合武道館
弓 道 場・ 陸 上 競 技 場

町
12月27日㈬～１月４日㈭ 毎週月曜日休館

多目的スポーツセンター 矢蔵谷

富来Ｂ＆Ｇ海洋センター 富来領家町 12月29日㈮～１月３日㈬ 毎週月曜日休館

稗造スポーツセンター 大　西 12月27日㈬～１月４日㈭

そ
の
他

リサイクルセンター（ごみ収集） 羽咋市 12月31日㈰~ １月３日㈬

志 賀 斎 場・ 羽 咋 斎 場 １月１日㈪

主な公共施設などの「年末年始」休業のご案内
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秋の叙勲・褒章
平成 29 年秋の叙勲・褒章が 11 月３日に発表されました。
志賀町から南哲郎さん（高浜町）と小谷貢さん（鹿頭）の２人
が受章しました。

小谷　貢 さん（76歳）　－鹿頭－

南　哲郎 さん（70歳）　－高浜町－

瑞宝双光章

黄 綬 褒 章

　「
一
つ
の
こ
と
を
長
く
や
っ

て
き
た
だ
け
」
と
謙
虚
に
話
す

南
さ
ん
。

　
28
歳
の
若
さ
で
父
の
後
を

継
ぎ
、
南
建
設
㈱
の
社
長
に

就
任
後
、
42
年
間
建
設
業
に

従
事
し
て
き
ま
し
た
。
能
登

空
港
や
志
賀
原
子
力
発
電
所

の
造
成
な
ど
数
多
く
の
大
型

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
携
わ

り
、
近
年
は
、
県
内
で
も

い
ち
早
く
情
報
通
信
技
術

（ICT

）
を
生
か
し
た
建
設
機

械
を
積
極
的
に
導
入
。
品
質
、

コ
ス
ト
、
安
全
、
環
境
を
含

め
、
さ
ら
な
る
建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
合
理
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　「
皆
さ
ん
の
協
力
や
支
援

の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
小
谷
さ
ん
。

　
柳
田
中
学
校
で
教
員
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
、
西
浦
小

学
校
校
長
、
富
来
中
学
校
校

長
を
勤
め
、
38
年
間
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
努
め
ま
し
た
。

　
教
員
時
代
に
は
、
富
来
中

学
校
で
文
部
省
と
石
川
県
教

育
委
員
会
指
定
の
「
機
器
利

用
英
語
教
育
研
究
主
任
」
と
な

り
中
心
的
存
在
と
し
て
研
究

に
意
を
注
ぎ
、
研
究
会
発
表

会
を
成
功
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
富
来
中
学
校
校
長
在
任
中

に
は
、
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
に
向
け
て
尽
力
し
、
実
践

　
長
年
の
富
来
漁
港
工
事
の

経
験
か
ら
は
地
球
温
暖
化
の

環
境
問
題
に
も
向
き
合
い
、

自
社
で
も
太
陽
光
発
電
を
稼

働
。
工
業
用
電
力
供
給
の
た

め
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原

子
力
発
電
所
を
含
め
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
模
索
し
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
建
設
や
施
設

整
備
な
ど
の
工
事
を
行
う
一

方
、
建
設
業
者
に
求
め
ら
れ

る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も

尽
力
し
ま
す
。「
災
害
対
応
や

除
雪
な
ど
地
元
企
業
に
し
か

で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
」
と

地
域
住
民
の
安
心
安
全
を
担

う
使
命
感
を
話
し
ま
し
た
。

に
基
づ
い
た
研
究
や
活
動
を

行
っ
た
結
果
、
関
係
者
か
ら

極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
富

来
中
学
校
の
名
前
を
県
下
に

高
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
に
は
、

合
併
し
た
志
賀
町
の
初
代
教

育
委
員
長
と
し
て
新
生
志
賀

町
の
地
方
教
育
行
政
の
推
進
、

社
会
教
育
、ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
、

文
化
等
の
振
興
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
見
守
り
隊
と
し
て

登
下
校
の
児
童
を
見
守
る
小

谷
さ
ん
は
「
受
章
を
励
み
に

微
力
な
が
ら
元
気
の
あ
る
限

り
ご
奉
仕
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
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現代の名工
卓越した技能を持ち、その道で第一人者とされてい
る技能者を表彰する現代名工が 11 月５日に発表さ
れ、宮大工の佐田秀造さんが受章しました。

　

◦
弁
護
士  

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　
東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
等
を
歴
任
。
現
在
、

あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
を
開
設
し
、
愛
知
県
弁
護
士
会
の
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

　
そ
の
他
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
、
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推

進
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
東
海
北
陸
地
方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
委
員
等
に
就
任
。

秘
密
証
書
遺
言
に
つ
い
て

Ｑ
：
秘
密
証
書
遺
言
と
は
、
あ
ま
り
聞
か
な
い
の
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
遺
言
で
す
か
。

Ａ
：
秘
密
証
書
遺
言
と
は
、
遺
言
者
が
、
遺
言
者
の

生
前
は
遺
言
の
内
容
を
秘
密
に
し
て
お
き
た
い
が
、

遺
言
書
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
い

う
場
合
に
利
用
さ
れ
る
方
式
の
遺
言
で
す
︵
民
法

９
７
０
条
︶。
自
筆
証
書
遺
言
で
は
、
秘
密
は
保
た

れ
ま
す
が
、
紛
失
や
盗
難
の
お
そ
れ
、
あ
る
い
は
、

死
後
発
見
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
他
方
、

公
正
証
書
遺
言
で
は
、
二
人
の
証
人
が
遺
言
の
内

容
を
知
り
得
る
の
で
、
秘
密
が
保
た
れ
な
い
欠
点

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
筆
証
書
遺
言
と
公
正

収
書
遺
言
の
短
所
を
補
う
も
の
と
し
て
、﹁
秘
密
証

書
遺
言
﹂
と
い
う
遺
言
書
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

遺
言
書
の
存
在
を
明
確
に
で
き
る
。
遺
言
内
容
を

秘
密
に
で
き
る
。
署
名
・
押
印
で
き
れ
ば
自
筆
で

き
な
い
人
で
も
作
成
で
き
る
。
と
い
う
点
が
利
点

で
す
。
こ
の
遺
言
書
は
、
次
の
方
式
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
。

　
　

⑴
遺
言
者
は
、
遺
言
書
に
署
名
し
押
印
し
ま
す
。

遺
言
書
の
本
文
は
、
代
書
で
も
よ
く
、
ワ
ー
プ
ロ
、

パ
ソ
コ
ン
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
作
成
し
て
も
有

効
で
す
。
⑵
遺
言
者
は
、
で
き
た
遺
言
書
を
封
筒

に
入
れ
、
遺
言
書
に
用
い
た
印
章
と
同
じ
印
章
で

封
印
し
ま
す
。
⑶
遺
言
者
と
二
人
の
証
人
を
連
れ

て
、
公
証
人
役
場
に
行
き
、
公
証
人
に
遺
言
書
を

提
示
し
、
自
己
の
遺
言
書
で
あ
る
旨
を
述
べ
、
遺

言
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所
を
申
述
し
ま
す
。
⑷
公

証
人
は
、
そ
の
遺
言
書
を
提
出
し
た
日
付
お
よ
び

遺
言
者
の
申
述
を
封
紙
に
記
載
し
た
後
、
遺
言
者

お
よ
び
証
人
と
と
も
に
こ
れ
に
署
名
し
押
印
し
ま

す
。遺
言
者
が
、口
が
き
け
な
い
者
で
あ
る
場
合
は
、

遺
言
者
は
、
公
証
人
お
よ
び
証
人
の
前
で
、
そ
の

遺
言
書
は
自
己
の
遺
言
書
で
あ
る
旨
並
び
に
そ
の

筆
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所
を
通
訳
人
の
通
訳
に
よ

り
申
述
し
、
又
は
封
紙
に
自
署
し
て
上
記
⑶
の
申

述
に
代
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

秘
密
証
書
遺
言
は
、
⑴
～
⑷
の
定
め
る
方
式
に

従
わ
な
け
れ
ば
無
効
で
す
が
、
こ
の
方
式
に
欠
け

た
場
合
で
も
、
自
筆
証
書
遺
言
と
し
て
の
要
件
を

備
え
て
い
れ
ば
、
自
筆
証
書
遺
言
と
し
て
有
効
と

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
書
の
本
文
は
、

自
筆
で
書
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
　

秘
密
証
書
遺
言
は
、
封
印
し
て
い
る
の
で
、
必
ず

家
庭
裁
判
所
で
相
続
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
立
会

い
を
も
っ
て
開
封
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
検
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
違
反
し
た
者

は
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
が
、
遺
言

と
し
て
の
効
力
に
は
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

秘
密
証
書
遺
言
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
自
筆
証
書

遺
言
を
公
証
人
役
場
に
預
か
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
を
利
用
す
る
人
は
あ
ま
り
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
公
正
証
書
遺
言
が
、
一
番
、

安
心
か
つ
確
実
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

佐田 秀造 さん（65歳）　－尊保－
宮大工

　
最
初
は
「
わ
ぁ
、
貰
え
た
」

と
喜
ん
だ
が
、そ
の
う
ち
「
こ

の
賞
に
恥
じ
ぬ
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
沸
い
て
き

た
」
と
話
す
佐
田
さ
ん
。

　
瓦
屋
や
建
材
屋
な
ど
建
築

関
係
の
仕
事
に
従
事
す
る
親

戚
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
育

ち
、
羽
咋
工
業
高
校
を
卒
業

後
、
七
尾
市
の
親
戚
の
大
工

に
弟
子
入
り
。
28
歳
の
時
、

九
州
の
寺
院
で
そ
の
親
方
と

共
に
宮
大
工
の
道
に
進
み
ま

し
た
。
金
沢
城
の
菱
櫓
や
橋

爪
門
な
ど
も
手
が
け
、
県
内

外
の
寺
社
の
建
設
や
修
繕
工

事
で
腕
を
ふ
る
い
ま
す
。

　
石
川
県
職
業
訓
練
校
の
講

師
も
務
め
若
い
技
術
者
へ
の

育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

建
築
業
界
で
は
新
し
い
技
術

で
建
物
が
作
ら
れ
る
中
、
寺

社
を
建
設
す
る
在
来
工
法
で

家
を
建
て
る
職
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
若
い
職

人
に
少
し
で
も
一
緒
に
経
験

し
て
も
ら
い
覚
え
て
も
ら
わ

な
い
と
」。
古
い
建
物
の
修

理
に
は
、
そ
の
建
築
技
術
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
技
術

の
継
承
の
重
要
性
を
語
り
ま

す
。

　「
い
く
つ
も
の
寺
社
を
建

て
て
き
た
が
満
足
で
き
た
仕

事
は
な
い
。
も
う
10
年
、
わ

た
し
の
先
輩
く
ら
い
ま
で
は

が
ん
ば
り
た
い
」
と
あ
く
な

き
追
求
心
と
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。
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